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令和４年度 第７回 

 １１月 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

 

日 時：令和４年１１月２５日（金）１５:００～１５:４０ 

場 所：第１診療棟６Ｆ特別会議室 

出席者： 委員長 豊嶋英明 

      副委員長   加知輝彦 

      委 員 福田昌子、村上健次、篠崎惠美子、和田康紀、近藤和泉、野々

川陽子 

 

出席委員数/全委員数： 8人/11人 

審議事項 

申請課題数： 新規申請課題 １件 

        

       

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

No.1 

受付番号：1652 

課 題 名：認知症・フレイル予防を目指して運動の継続性を向上させる「マイエ

ブリサイズ」の効果探索試験 

申 請 者：里 直行 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

倫理審査結果：条件付き承認（修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

1. 共同研究機関を含む他機関に、研究で取得された情報を提供する場合は、情

報の提供に関する記録を作成し、保管することが必要です。この記録は、研

究計画書等をもって代用することも可能ですが、何をもって記録とするのか

研究計画書に記載してください。 

また、この記録の保管方法や保管期間を研究計画書に記載してください。説

明書にも、どこの機関にどのような情報を提供するのか明記してください。
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なお、情報提供がない場合は、上記の対応は不要です。 

2. 研究対象者のリクルートの方法が不明確です。大学、大府市や企業の協力で

募るとありますが、集め方に問題があるのかどうかを確認できる具体的な方

法の記載も研究計画書には必要かと思います。また、３群で30名という設定

ですが、各群別の人数も明記してください。この規模についても設定根拠に

なるような説明もあれば記載してください。 

3. 研究対象者の属性（年齢など）を調査する場合は、調査票を添付してくださ

い。 

4. 研究対象者への運動に関する研修を、いつ、どこでやるのか追記してくださ

い。また、その役割は里先生お一人でよろしいでしょうか。 

5. 説明書に、同意の撤回方法を追記してください。 

 

利益相反審査結果：非該当で承認 

 

 


